
だ
か
ら
決
め
た
　
で
き
れ
ば
長
生
き
す
る
こ
と
に

年
と
っ
て
か
ら
凄
く
美
し
い
絵
を
描
い
た

フ
ラ
ン
ス
の
ル
オ
ー
爺
さ
ん
の
よ
う
に
ね

こ
の
詩
は
戦
争
と
空
襲
と
そ
れ
に
続
く
敗
戦
後
の
混
乱
の
中

に
青
春
を
過
ご
し
た
女
性
作
家
、
茨
木
の
り
子
が
自
分
の
体
験

に
即
し
て
平
和
へ
の
願
い
を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
。

戦
争
は
若
者
の
男
性
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
非
戦
闘

員
の
母
も
妻
も
娘
も
老
い
た
父
も
、
そ
し
て
子
供
た
ち
も
皆
闘

っ
て
敗
れ
た
。
そ
し
て
命
と
共
に
数
知
れ
な
い
家
庭
が
町
が
歴

史
が
跡
か
た
も
な
く
焼
け
た
だ
れ
て
い
っ
た
。
戦
争
の
落
と
し

た
暗
い
影
は
永
遠
に
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
の
今
後
の
生

き
様
も
ル
オ
ー
爺
さ
ん
の
よ
う
に
、
年
ご
と
に
め
っ
き
り
少
な

く
な
っ
て
来
つ
つ
あ
る
五
歳
、
十
歳
、
ひ
と
回
り
年
上
の
憧
れ

の
爺
さ
ん
を
見
付
け
て
、
さ
び
し
か
っ
た
人
生
を
長
生
き
し
た

い
も
の
だ
と
思
う
。

山
西
軍
の
悲
劇

終
戦
後
も
戦
う
　 岐

阜
県
　
大
山
盛
男
　 

私
の
軍
歴
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
大
阪
歩
兵
第
八

連
隊
へ
仮
入
営
。
十
二
月
十
四
日
、
北
支
河
南
省
柘
城
県
騎

兵
第
四
旅
団
、
第
二
十
五
連
隊
へ
入
営
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
第
五
十
九
師
団
司
令
部
へ
転
属
。
同
年

三
月
歩
兵
第
十
四
旅
団
、
独
立
歩
兵
第
二
百
四
十
六
大
隊
編
制

完
結
。
北
支
山
西
省
南
部
の
警
備
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
中
華
民
国
第
二
野
戦
軍
総
司
令
官
閻

錫
山
に
留
用
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
留
用
解
除
。
同
年
五
月
末
山
東
省
大
沽

港
よ
り
引
揚
船
「
日
本
丸
」
に
て
佐
世
保
上
陸
。

こ
こ
に
留
用
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
日
本
軍
武
器
の
争
奪

を
め
ぐ
る
国
共
戦
争
の
中
で
、
戦
後
五
十
年
に
至
る
今
日
ま
で
、



正
式
な
軍
務
と
認
め
ら
れ
な
い
勤
務
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
留

用
期
の
初
期
、
武
器
を
め
ぐ
っ
て
の
共
産
軍
と
の
戦
い
に
つ
い

て
書
く
こ
と
と
す
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
そ
の
晩
、
村
山
中
隊
長
は
全
員

を
起
こ
し
て
集
合
さ
せ
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
■
し
た

こ
と
を
涙
を
流
し
て
伝
え
た
。
翌
日
は
た
だ
ち
に
中
隊
を
二
分

し
、
三
カ
所
の
分
遣
隊
と
日
本
人
の
い
る
炭
鉱
の
引
揚
げ
を
完

了
し
た
。
敵
は
早
く
も
日
本
軍
の
敗
戦
を
知
っ
て
お
り
、
我
々

の
武
装
解
除
に
出
て
来
た
。

軍
の
命
令
で
武
器
は
一
切
共
産
軍
に
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

国
府
軍
に
渡
す
ま
で
徹
底
的
に
戦
え
と
の
厳
命
で
、
東
西
の
城

門
に
衛
兵
を
増
員
。
炊
事
で
は
あ
り
っ
た
け
の
御
馳
走
を
つ
く

り
、
汁
粉
、
酒
と
飲
み
放
題
。
敵
が
城
門
近
く
ま
で
来
る
と
押

取
刀
で
か
け
つ
け
、
こ
れ
を
撃
退
し
、
帰
っ
て
か
ら
ま
た
飲

ん
だ
。

十
八
日
、
体
力
の
弱
い
者
、
病
人
を
後
方
の
山
西
省
沁
県
城

へ
送
っ
た
。
そ
の
晩
、
沁
県
城
へ
約
三
千
名
の
敵
が
襲
撃
。
梯

子
で
城
壁
を
登
り
始
め
た
。
わ
ず
か
の
兵
力
で
守
っ
て
い
た
友

軍
は
手
榴
弾
な
ど
で
こ
れ
を
撃
退
。
一
部
城
壁
を
破
ら
れ
敵
が

侵
入
。
彼
ら
は
撃
た
れ
て
も
撃
た
れ
て
も
前
進
し
て
き
た
が
山

砲
の
零
距
離
射
撃
で
撃
退
し
た
。

太
原
方
面
へ
の
喉
首
に
あ
た
る
沁
県
城
が
こ
の
と
き
敵
の
手

に
渡
っ
て
い
た
ら
な
ら
我
々
の
運
命
も
ど
う
な
っ
た
か
…
…
。

実
に
よ
く
守
っ
て
く
れ
た
。

十
九
日
、
再
度
敵
襲
の
心
配
が
あ
り
、
旅
団
引
揚
げ
の
援
助

も
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
屯
留
県
城
を
撤
収
し
て
、
沁
県
と
の

中
間
付
近
の
山
一
帯
の
警
備
に
つ
い
た
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
ト

ラ
ッ
ク
が
往
復
し
て
い
た
。
こ
こ
に
二
日
ほ
ど
い
て
ま
た
沁
県

城
に
戻
っ
た
が
、
暑
さ
の
た
め
、
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
敵
の
屍
は

ほ
と
ん
ど
裸
で
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
散
乱
。
そ
の
臭
い

た
る
や
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
間
を
通
っ
て
山
頂
へ

の
分
■
に
向
か
う
の
で
あ
っ
た
。

我
々
の
頭
上
を
山
砲
が
試
射
を
し
て
距
離
を
計
っ
て
い
た
。

そ
の
夜
は
豪
雨
で
天
幕
に
入
っ
て
い
た
が
、
揮
ま
で
ず
ぶ
ぬ
れ

で
、
敗
戦
の
惨
め
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

翌
日
、
中
隊
は
後
方
へ
退
く
陸
軍
病
院
の
護
衛
で
列
車
に
同

乗
、
全
員
出
発
。
途
中
、
鉄
道
が
破
壊
さ
れ
て
動
け
ず
五
日
ほ

ど
山
の
上
で
警
戒
、
修
復
を
待
つ
な
ど
し
て
、
出
発
か
ら
二
十



日
ほ
ど
か
か
っ
て
目
的
地
、
楡
次
の
貨
物
■
に
つ
い
た
。
十
月

ま
で
こ
こ
の
警
備
に
当
た
っ
た
。

再
び
沁
県
警
備
に
つ
く

日
本
軍
と
交
代
し
路
安
に
い
た
山
西
軍
が
共
産
軍
に
攻
撃
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
武
器
を
持
っ
た
有
力
な
一
個
師
が
応

援
に
出
て
行
っ
た
。
沁
県
に
は
ま
だ
一
部
、
日
本
軍
が
残
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
中
共
軍
に
完
全
に
叩
か
れ
、
ほ
と
ん

ど
が
降
服
。
い
よ
い
よ
沁
県
城
が
山
西
軍
の
第
一
線
陣
地
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
り
、
二
度
と
来
る
こ
と
も
な
い
と
思
っ
て
い

た
沁
県
城
の
警
備
に
つ
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
の
正
月
は
実
に
哀
れ
な
正
月
だ
っ
た
。
思
う

よ
う
に
列
車
が
動
か
ず
米
は
ほ
と
ん
ど
な
し
。
糧
秣
拾
集
に
出

動
し
て
も
敵
に
撃
た
れ
て
無
収
穫
の
時
も
あ
っ
た
。
山
羊
の
二
、

三
頭
、
粟
や
小
麦
粉
を
取
っ
て
来
て
、
ど
う
に
か
飢
え
を
し
の

ぐ
状
態
だ
っ
た
。
煙
草
も
な
く
、
余
暇
に
パ
イ
プ
を
作
っ
た
が

そ
れ
も
な
く
な
り
、
吸
殻
を
拾
っ
て
歩
く
始
末
だ
っ
た
。

夜
、
分
■
に
立
つ
と
故
郷
の
家
族
の
こ
と
が
安
じ
ら
れ
る
。

狼
の
鳴
く
声
が
は
ら
わ
た
に
滲
み
わ
た
る
よ
う
だ
。

こ
ん
な
状
況
の
中
、
突
然
第
一
軍
参
謀
長
山
岡
少
将
か
ら
全

軍
に
布
告
が
出
さ
れ
た
。
第
一
軍
将
兵
五
万
人
の
復
員
、
帰
国

に
つ
い
て
、
第
二
戦
区
軍
司
令
官
か
ら
次
の
よ
う
な
要
請
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
将
兵
及
び
技
術
者
一
万
名
の
残
留
、
さ
ら
に
十

万
名
の
日
本
人
の
護
衛
尖
兵
と
な
り
、
一
日
も
早
く
復
員
、
帰

国
完
了
を
し
た
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

第
一
次
大
戦
で
は
終
戦
二
年
後
に
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た

が
、
今
度
も
そ
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
狭
い
日
本
に
と
じ
こ

め
ら
れ
た
日
本
人
も
条
約
が
出
来
れ
ば
、
こ
の
大
陸
へ
進
出
す

る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
こ
の
山
西
の
地
で
一
万
人
の
日
本
人
が

健
在
な
ら
ば
、
移
住
す
る
の
に
も
便
利
だ
し
、
残
留
者
で
永
住

し
た
い
者
は
家
族
を
呼
べ
る
。
残
留
期
間
は
二
カ
年
。
そ
の
間
、

山
西
軍
に
日
本
軍
の
教
育
を
徹
底
的
に
行
い
強
固
な
軍
隊
に
し

た
い
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
隊
長
会
議
が
何
回
も
開
か

れ
た
。
各
人
呼
び
出
さ
れ
た
。
特
に
年
次
の
若
い
者
に
残
留
す

る
よ
う
奨
め
ら
れ
た
。
私
は
長
男
で
あ
っ
た
が
、
中
隊
長
、
第

一
小
隊
長
が
残
る
こ
と
、
同
年
兵
も
半
数
ほ
ど
が
残
留
す
る
と

い
う
の
で
残
る
こ
と
を
決
意
し
た
。



大
陸
へ
の
足
が
か
り
を
残
す
た
め
残
留

二
月
末
、
私
は
大
隊
残
留
者
十
数
名
と
先
発
隊
の
一
員
と
し

て
旅
団
本
部
に
近
い
南
団
柏
部
落
へ
到
着
。
嗜
好
品
な
ど
は
沁

県
を
発
つ
と
き
受
領
し
て
き
た
の
で
列
車
の
中
は
楽
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
旅
団
本
部
の
連
中
は
た
ら
ふ
く
食
っ
て
遊
ん
で
い
る

の
に
は
あ
き
れ
か
え
っ
た
。
最
前
線
の
部
隊
は
飢
え
に
苦
し
ん

で
戦
っ
て
い
る
の
に
…
…
。
軍
隊
ほ
ど
苦
楽
の
相
違
が
あ
る
所

は
な
い
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

そ
の
後
、
残
留
者
は
太
谷
県
に
集
合
。
布
川
部
隊
長
の
も
と

に
保
安
第
六
大
隊
を
編
制
し
て
付
近
の
民
家
に
宿
営
し
た
。
約

半
月
ほ
ど
中
共
軍
に
押
さ
れ
て
後
退
し
た
山
西
軍
の
救
援
に
出

撃
。
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
戦
闘
を
繰
り
返
し

た
。戦

火
が
や
む
と
大
々
的
な
幹
部
教
育
に
入
っ
た
。
純
日
本
式

の
教
育
で
、
不
動
の
姿
勢
か
ら
始
ま
り
、
銃
剣
術
、
騎
馬
戦
、

棒
倒
し
な
ど
主
と
し
て
攻
撃
精
神
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
。

こ
の
間
、
敵
に
山
西
軍
が
押
さ
れ
る
と
訓
練
を
中
止
し
こ
れ
を

撃
退
。
ま
た
教
育
を
す
る
こ
と
が
度
々
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
徐
々
に
慰
安
所
、
食
堂
な
ど
が
で
き
、
生
活
に

は
苦
労
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
私
が
帰
国
に
つ
く
ま
で
の
二
年

間
で
多
数
の
戦
死
者
が
出
た
。

陽
泉
に
い
た
第
五
大
隊
は
三
分
の
一
が
家
族
持
ち
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
城
壁
が
な
い
た
め
、
敵
に
包
囲
さ
れ
る
と
、
い
っ
た

ん
は
山
に
入
っ
て
交
戦
し
た
が
、
家
族
が
い
る
た
め
脱
出
で
き

ず
降
服
。
全
員
捕
虜
と
な
り
、
約
三
カ
月
後
、
北
京
の
近
く
へ

乞
食
の
よ
う
な
姿
で
帰
さ
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

二
十
二
年
十
月
、
傷
病
人
、
未
亡
人
、
家
族
な
ど
が
第
一
次

の
帰
国
を
許
さ
れ
た
。
翌
二
十
三
年
、
こ
の
次
は
ど
う
し
て
も

帰
国
を
し
た
い
と
準
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
月
、
帰
国
が
認

め
ら
れ
た
。
隊
長
た
ち
は
な
お
残
留
を
勧
め
た
が
決
心
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
銘
刀
を
残
留
の
人
に
譲
り
、

太
原
飛
行
場
を
出
発
し
て
北
京
へ
。
一
週
間
ほ
ど
宿
泊
後
、
天

津
へ
つ
き
、
二
十
七
日
、
大
沽
港
へ
迎
え
に
き
た
引
揚
船
日
本

丸
に
乗
っ
た
。
ま
る
四
年
半
、
各
地
を
転
戦
し
た
大
陸
を
後
に

し
て
、
鏡
の
よ
う
に
静
か
な
東
支
那
海
を
渡
り
、
三
十
日
無
事

佐
世
保
港
へ
上
陸
し
た
。

そ
の
後
の
太
原

我
々
が
帰
国
後
、
七
月
中
旬
、
有
力
な
共
産
軍
が
出
撃
。
こ



れ
に
対
し
元
泉
少
将
が
総
指
揮
を
と
り
大
部
分
の
日
本
部
隊
は

山
西
軍
と
共
に
迎
え
撃
っ
た
。
善
戦
し
た
と
聞
く
が
、
敵
の
砲

撃
で
少
将
を
は
じ
め
、
第
一
、
第
三
、
第
六
大
隊
長
も
戦
死
。

今
村
大
佐
の
部
隊
の
み
脱
出
し
た
が
、
他
の
部
隊
は
ほ
と
ん
ど

戦
死
。
あ
る
い
は
捕
虜
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
最
後
ま
で
太
原
に
と
ど
ま
っ
た
四
、
五
百
名
の
兵

士
を
残
し
最
後
の
引
揚
げ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
太
原
は
ま

っ
た
く
孤
立
。
死
闘
を
繰
り
返
し
、
頑
強
に
抵
抗
し
た
が
、
二

十
四
年
四
月
二
十
四
日
、

つ
い
に
敵
に
太
原
城
を
開
け
放
し
た
。

今
村
大
佐
は
自
決
。
残
り
は
全
員
捕
虜
と
な
っ
た
。
私
の
中

隊
長
だ
っ
た
村
山
中
尉
ら
は
戦
犯
と
し
て
労
役
に
服
し
た
。
小

隊
長
級
は
二
十
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
帰
国
。
中
隊
長
級
は

三
十
二
年
に
よ
う
や
く
帰
国
を
許
さ
れ
た
。
河
本
元
大
佐
、
岩

田
少
佐
は
獄
死
さ
れ
た
由
。

祖
国
の
復
興
を
夢
に
見
て
、
山
西
省
に
残
留
。
大
陸
へ
の
足

が
か
り
を
と
願
っ
た
日
本
軍
も
大
勢
の
力
に
は
勝
て
ず
、
多
く

の
戦
死
者
が
大
陸
の
土
と
化
し
、
今
な
お
山
西
の
地
に
眠
っ
て

い
る
。

山
西
省
に
い
た
第
一
軍
の
将
兵
の
一
部
が
戦
後
い
か
に
戦
っ

た
か
と
い
う
知
ら
れ
ざ
る
事
実
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

あ
え
て
労
苦
の
実
体
を
記
述
し
た
次
第
で
す
。

【
解

説
】

終
戦
前
後
か
ら
北
支
に
お
い
て
は
国
民
政
府
軍
、
特
に
閻
錫

山
将
軍
（
中
国
軍
第
二
野
戦
区
司
令
官
）
と
共
産
八
路
軍
の
相

克
が
盛
ん
に
な
り
、
特
に
日
本
軍
武
器
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
の

衝
突
が
各
地
区
で
起
こ
っ
て
い
た
。

閻
錫
山
は
、
中
国
国
民
党
総
司
令
官
何
応
欽
将
軍
か
ら
の
連

絡
で
、
ソ
連
軍
の
対
日
参
戦
、
日
本
軍
の
無
条
件
降
伏
に
つ
い

て
も
知
ら
さ
れ
、
同
時
に
在
山
西
省
内
日
本
軍
の
無
条
件
降
伏

の
受
降
官
に
指
名
さ
れ
、
ま
た
日
本
軍
人
戦
犯
の
摘
発
、
日
本

軍
人
及
び
日
本
人
居
留
民
の
日
本
へ
の
帰
国
援
助
、
日
本
軍
引

き
揚
げ
後
の
山
西
省
の
治
安
維
持
に
つ
い
て
の
命
令
を
受
け
て

い
た
。

閻
錫
山
司
令
官
は
、
黄
河
沿
い
の
各
地
に
分
散
駐
屯
し
て
い

た
三
万
の
隷
下
部
隊
を
五
梯
団
に
分
け
て
列
車
輸
送
に
よ
り
太

原
へ
進
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
各
部
隊
と
も
、
途
中
何



回
か
、
共
産
軍
の
襲
撃
を
受
け
て
進
路
を
阻
ま
れ
、
な
か
な
か

太
原
へ
到
着
が
で
き
な
か
っ
た
。

日
本
軍
第
一
軍
は
閻
錫
山
軍
の
太
原
進
出
に
協
力
し
た
。
閻

軍
の
第
一
梯
団
は
八
月
二
十
五
日
考
義
に
到
着
。
翌
二
十
六
日

閻
軍
司
令
官
主
力
が
到
着
し
、
第
一
軍
山
岡
参
謀
は
こ
れ
を
出

迎
え
た
。

そ
の
時
、
閻
錫
山
将
軍
は
、
真
剣
な
表
情
で
、
山
岡
将
軍
に

「
日
本
軍
は
負
け
た
と
は
い
え
、
よ
く
統
制
さ
れ
、
規
律
の
あ

る
貴
官
の
部
下
将
兵
を
見
て
羨
ま
し
く
思
う
。
日
本
軍
は
中
国

軍
に
負
け
た
の
で
は
な
い
。
米
軍
の
物
量
に
負
け
た
の
で
、
精

神
的
に
敗
れ
て
い
な
い
。
優
秀
な
日
本
軍
を
し
て
、
私
に
協
力

し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
の
意
外
な
申
入
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

山
岡
参
謀
長
は
意
外
な
申
し
入
れ
に
戸
惑
い
、「
重
大
な
問

題
で
あ
り
即
答
は
で
き
ま
せ
ん
。
司
令
部
で
検
討
の
上
希
望
に

叶
え
ら
れ
る
よ
う
返
答
し
ま
す
」
と
答
え
た
た
め
閻
錫
山
を
力

付
け
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
将
軍
は
「
日
本
軍
第
一
軍
の
降

伏
受
降
官
は
私
で
す
が
、
我
が
方
は
兵
力
も
少
な
く
こ
れ
か
ら

増
員
す
る
が
直
ぐ
に
は
役
立
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
日
本
軍
の

武
装
解
除
は
行
わ
な
い
。
別
命
あ
る
ま
で
、
従
来
と
同
じ
く
保

安
任
務
に
当
た
っ
て
欲
し
い
」
と
重
要
な
発
言
を
行
っ
て
い
る

が
、
第
一
軍
首
脳
は
な
ん
ら
の
質
問
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
閻
将
軍
ら
は
こ
の
要
望
を
了
承
し
た
と
理
解
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

閻
将
軍
は
日
本
軍
の
受
降
官
で
あ
る
と
い
う
権
限
に
よ
り
要

望
し
て
い
た
が
、
こ
れ
と
同
時
に
、
日
本
人
居
留
民
に
も
「
日

本
人
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
山
西
に
残
っ
て
、
私
に
協
力
し
て
も

ら
い
た
い
。
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
は
絶
対
保
証
す
る
。
経
済

的
に
も
十
分
に
報
奨
す
る
。
将
来
の
生
活
は
希
望
に
沿
っ
て
世

話
し
た
い
」
と
残
留
、
協
力
を
呼
び
掛
け
た
の
で
あ
る
。

日
本
軍
と
す
れ
ば
当
然
、
天
皇
陛
下
の
命
に
よ
る
詔
書
を
必

謹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
絶
対
命
令
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
現
地
の
国
共
紛
争
と
在
留
邦
人
ら
の
早

期
帰
還
に
対
す
る
状
況
判
断
に
、
山
西
軍
残
留
と
い
う
悲
劇
を

生
ん
だ
も
の
と
思
う
。
閻
錫
山
は
表
裏
、
軍
官
民
に
対
す
る
老

獪
な
手
口
で
、
自
分
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

終
戦
時
の
支
那
派
遣
軍
、
北
支
方
面
軍
隷
下
第
一
軍
の
編
制



は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
一
軍
（
乙
第
三
五
〇
〇
部
隊
）
軍
司
令
官
中
将
澄
田
■

四
郎

第
一
一
四
師
団
（
将
第
一
四
六
〇
部
隊
）

独
立
混
成
第
三
旅
団
（
造
第
三
五
八
一
部
隊
）

独
立
歩
兵
第
十
旅
団
（
固
第
三
一
四
一
部
隊
）

独
立
歩
兵
第
十
四
旅
団
（
塁
第
一
四
七
三
部
隊
）

第
五
独
立
警
備
隊
（
至
隆
第
一
五
六
七
六
部
隊
）

そ
の
他
軍
直
轄
部
隊
（
独
立
山
砲
第
二
四
大
隊
、
野
戦
機

関
銃
中
隊
、
独
立
輜
重
第
一
連
隊
、
電
信
第
九
連
隊
、

自
動
車
第
二
七
連
隊
、
兵
站
病
院
六
、
陸
軍
病
院
六
）

駐
蒙
軍
（
戊
第
五
三
〇
一
部
隊
）
軍
司
令
官
中
将
根
本
博

独
立
混
成
第
二
旅
団
（
警
第
五
三
三
一
部
隊
）

第
四
独
立
警
備
隊
（
至
誠
第
一
五
六
六
七
部
隊
）

そ
の
他
軍
直
轄
部
隊
（
自
動
車
第
二
三
連
隊
、
兵
站
病
院

四
、
陸
軍
病
院
三
、
独
立
有
線
中
隊
二
）

残
留
部
隊
編
制
（
昭
和
二
十
一
年
四
月
）

大
同
地
区
特
務
団

特
務
団
司
令
　
林
豊
大
佐
、
副
官
岩
滝
栄
一
中
尉

副
総
副
司
令
　
五
味
丑
之
助
少
佐
、
副
官
西
尾
達
雄
少
尉

参
謀
　
矢
島
哲
夫
大
尉

本
部
　
高
島
文
義
中
尉
、
第
七
大
隊
長
　
道
祖
尾
替
吉
中

尉
、
第
八
大
隊
長
　
山
内
斉
大
尉
、
第
九
大
隊
長
　
古

居
敏
夫
大
尉
、
第
十
大
隊
長
　
西
本
善
治
大
尉
、
第
十

一
大
隊
長
　
尾
崎
修
三
大
尉
、
機
甲
大
隊
長
　
叶
谷
孝

一
大
尉

（
各
大
隊
三
個
中
隊
・
一
砲
銃
隊
、
機
甲
大
隊
・
自
動
車

・
戦
車
隊
）

残
留
日
本
軍
、
太
原
地
区
特
務
団
（
第
一
次
）

総
司
令
　
三
浦
三
郎
中
尉

副
司
令
　
元
泉
馨
少
将
、
山
岡
道
武
少
将

参
謀
　
岩
田
清
一
少
佐
、
大
田
黒
孝
少
佐
、
政
治
部
　
城

野
宏
、
陸
軍
士
官
学
校
宇
野
三
郎
大
尉

第
一
団
長
　
小
田
切
正
男
、
第
二
団
長
　
今
村
方
策
大
佐

第
三
団
長
　
大
場
孝
少
佐
、
第
四
団
長
　
増
田
少
佐

第
五
団
長
　
薮
田
少
佐
、
第
六
団
長
　
布
川
直
年
少
佐



砲
兵
団
長
　
今
村
方
策
大
佐
（
兼
務
）

山
西
野
戦
軍
第
十
総
隊
（
第
二
次
）

総
司
令
　
今
村
方
策
大
佐
、
副
司
令
　
岩
田
清
一
少
佐

参
謀
長
　
相
楽
圭
二
大
尉
、
政
治
部
　
城
野
　
宏

第
一
団
長
　
小
田
切
正
男
、
第
二
団
長
　
菊
池
修
一
大
尉

第
三
団
長
　
住
岡
儀
一
大
尉
、
第
四
団
長
　
古
屋
敦
雄
大

尉
（
後
に
増
田
直
年
大
尉
）

、
第
五
団
長
　
欠

第
六
団
長
　
布
川
直
年
少
佐

太
原
会
戦
・
閻
軍
戦
闘
序
列
（
太
原
・
■
靖
公
署
）

主
任
　
閻
錫
山
、
副
主
任
　
孫
楚

第
十
兵
団
（
第
十
九
・
第
三
三
・
第
四
三
軍
）

、
第
十
五

兵
団
（
第
三
四
・
第
六
一
軍
）

、
由
孫
副
主
任
指
揮

（
五
個
師
団
・
三
個
縦
隊
他
）

太
原
会
戦
　
共
産
軍
戦
闘
序
列

総
指
揮
　
徐
向
前

城
北
区
指
揮
部
　
彭
招
輝
（
三
個
旅
団
、
五
個
支
隊
）

城
南
区
指
揮
部
　
姚
喆
（
二
個
縦
隊
、
二
個
軍
区
）

城
東
区
指
揮
部
　
揚
徳
志
（
一
個
縦
隊
、
一
軍
区
、
四
個

支
隊
、
三
独
立
支
隊
）

城
西
区
指
揮
部
　
楊
成
武
（
二
個
縦
隊
、
一
軍
区
）

総
予
備
隊
周
士
第
（
二
個
縦
隊
、
砲
兵
一
旅
団
）

し
か
し
、
第
一
軍
と
閻
錫
山
と
の
折
衝
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、

昭
和
二
十
一
年
二
月
末
、
太
原
方
面
で
は
軍
人
二
万
三
千
人
、

居
留
民
三
千
人
、
一
方
大
同
地
区
で
は
軍
人
二
千
人
、
居
留
民

二
千
人
、
合
計
三
万
人
の
残
留
者
が
確
定
し
た
。
し
か
し
、
三

月
か
ら
残
留
者
以
外
の
帰
国
が
始
ま
る
と
、
特
務
団
編
制
と
な

り
総
数
軍
民
一
万
六
千
人
と
な
る
。

お
国
の
た
め
に
戦
っ
た
三
年
間
　 

山
口
県
　
井
上
勝
清
　 

昭
和
十
八
年
六
月
夕
方
、
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
い
る
と
電
報
が
届
き
、
六
月
十
三
日
西
部
第
四
部
隊
入
隊




